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広
重
が
描
い
た
二
つ
の
富
士

　
歌
川
広
重
は
『
名
所
江
戸
百
景
』

で
目
黒
の
富
士
塚
を
二
景
描
い
て
い

る
。
目
黒
台
地
は
関
東
平
野
を
見

渡
せ
て
、
富
士
山
を
遠
望
で
き
る

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

二
つ
の
富
士
塚
と
は
、
上
目
黒
の

「
目
黒
元
不
二
」
と
中
目
黒
の
「
目

黒
新
富
士
」
を
い
う
。
江
戸
時
代
後

期
に
富
士
講
が
盛
ん
に
な
り
、
各
地

に
富
士
信
仰
の
象
徴
、
富
士
塚
が
つ

く
ら
れ
た
。
富
士
塚
に

登
れ
ば
本
物
に
登
頂
し

た
の
と
同
じ
ご
利
益
が

あ
る
と
い
わ
れ
た
。
女

人
禁
制
で
登
れ
な
か
っ

た
女
性
や
老
人
が
手
軽

に
登
っ
て
遥
拝
し
た
。

山
頂
に
は
浅
間
神
社
が

奉
ら
れ
て
い
た
。

　
「
目
黒
元
不
二
」
は

１
８
１
２
（
文
化
９
）

年
に
築
造
さ
れ
、
高
さ

12 
ｍ
。
枝
ぶ
り
の
い
い

一
本
松
が
こ
の
富
士
塚

の
特
徴
の
よ
う
だ
。
現

在
の
上
目
黒
１
丁
目
、

目
切
坂
の
上
に
あ
っ
た
が
今
は
な

い
。”
元
“
と
付
け
ら
れ
た
の
は
、
後

に
も
う
一
つ
築
か
れ
た
か
ら
だ
。

鎗
ヶ
崎
の
近
藤
富
士（
目
黒
新
富
士
）

　

も
う
一
つ
の
富
士
塚
は
三
田
村

鎗
ヶ
崎
（
現
在
の
中
目
黒
２
丁
目
、

別
所
坂
上
）
に
あ
っ
た
。
近
藤
重
蔵

（
１
７
７
１
～
１
８
２
９
）
が
別
邸

内
に
築
造
（
１
８
１
９
（
文
政
２
）

年
）
し
た
の
で
近
藤
富
士
と
も
呼
ば

れ
た
。
重
蔵
は
北
方
探
検
家
と
し
て

知
ら
れ
る
幕
臣
。
１
７
９
８
（
寛
政

10
）
年
に
極
寒
の
蝦
夷
に
赴
任
し
、

択
捉
島
に
「
大
日
本
恵
登
呂
府
」
の

標
柱
を
建
て
た
。
そ
の
後
も
蝦
夷
、

樺
太
、
千
島
を
何
度
も
探
検
し
た
。

そ
の
功
に
よ
っ
て
一
介
の
与
力
か
ら

書
物
奉
行
に
抜
擢
さ
れ
た
。

　

重
蔵
は
講
中
の
人
々
を
集
め
、

２
ヶ
月
の
突
貫
工
事
で
元
富
士
を
し

の
ぐ
高
さ
15
ｍ
の
富
士
塚
を
つ
く
ら

せ
た
。
博
学
で
著
述
も
多
く
、
著
名

な
愛
書
家
た
ち
が
重
蔵
の
周
り
を
取

り
囲
ん
だ
。
狂
歌
師
・
大
田
南な
ん
ぽ畝
も

そ
の
一
人
で
、
新
富
士
の
山
開
き
に

祝
い
の
歌
を
贈
っ
て
い
る
。

　

も
の
の
ふ
の
あ
ら
た
に
築
く

　

富
士
の
根
は

　
　
　

一
番
鎗
が
先
と
い
ふ
ら
ん

　

地
名
の
鎗
ヶ
崎
と
一
番
鎗
と
を
か

け
、
探
検
家
と
し
て
択
捉
島
に
一
番

鎗
の
壮
挙
を
果
た
し
た
武も
の
の
ふ士
と
し
て

の
功
績
を
讃
え
て
い
る
。

　

重
蔵
は
毀
誉
褒
貶
相
半
ば
す
る
人

物
だ
っ
た
。
後
に
長
男
の
事
件
に

連
座
し
、
晩
年
は
不
遇
だ
っ
た
。
近

藤
富
士
は
昭
和
34
年
に
取
り
壊
さ
れ

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
の
再
開

発
の
波
で
、
あ
っ
け
な
く
消
え
て
し

ま
っ
た
。

落
語
で
有
名
な
目
黒
の
サ
ン
マ

　
あ
る
大
名
が
秋
の
武
蔵
野
へ
遠
乗

り
に
出
か
け
た
。
存
分
に
駆
け
回
っ

た
ら
腹
が
へ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
弁

当
の
用
意
は
な
い
。
と
、
一
軒
の
百

姓
家
か
ら
流
れ
出
る
紫
の
煙
一
筋
。

う
ま
そ
う
な
匂
い
。
家
来
に
き
く
と
、

サ
ン
マ
と
い
う
魚
を
焼
い
て
い
る
と

い
う
。「
苦
し
ゅ
う
な
い
、
求
め
て

ま
い
れ
」
初
め
て
食
べ
た
焼
き
た
て

の
サ
ン
マ
は
こ
の
上
な
く
美
味
だ
っ

た
。
家
来
か
ら
「
サ
ン
マ
は
庶
民
が

食
し
ま
す
下
魚
、
目
黒
で
サ
ン
マ
を

召
し
上
が
っ
た
こ
と
は
ご
内
聞
に
」

と
口
止
め
さ
れ
た
。
し
か
し
サ
ン
マ

の
味
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
あ
る
時
、

招
待
さ
れ
た
先
で
何
な
り
と
お
好
み

の
も
の
を
、
と
い
わ
れ
サ
ン
マ
を
所

望
し
た
。
驚
い
た
台
所
方
は
魚
河
岸

か
ら
サ
ン
マ
を
取
り
寄
せ
、
脂
が
強

す
ぎ
て
は
毒
だ
と
脂
気
を
抜
い
て

さ
っ
ぱ
り
焼
い
て
差
し
出
し
た
。
一

口
食
べ
る
と
不ま

ず味
い
の
な
ん
の
。「
こ

の
サ
ン
マ
は
い
ず
れ
か

ら
取
り
寄
せ
た
か
」「
日

本
橋
魚
河
岸
に
ご
ざ
い

ま
す
」「
そ
れ
は
い
か

ん
。
サ
ン
マ
は
目
黒
に

か
ぎ
る
ぞ
」

　

目
黒
の
サ
ン
マ
の
噺

は
い
く
つ
か
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

　

江
戸
の
初
め
、現
在
の
茶
屋
坂
（
三

田
２
丁
目
）
の
上
に
一
軒
の
茶
屋
が

あ
っ
た
。
三
代
将
軍
家
光
は
鷹
狩
り

の
際
に
赴
き
、
し
ば
し
ば
休
息
し
た
。

家
光
は
主
人
彦
四
郎
の
人
柄
を
気
に

入
り
、
気
さ
く
に
「
爺
、
爺
…
」
と

呼
び
か
け
た
の
で
、い
つ
し
か
「
爺
々

が
茶
屋
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
広
重
も『
名
所
江
戸
百
景
』で「
目

黒
爺
々
が
茶
屋
」
か
ら
の
眺
望
を
描

い
て
い
る
。

　
「
目
黒
の
サ
ン
マ
」
に
は
彦
四
郎

が
サ
ン
マ
を
供
し
た
と
い
う
話
も
あ

る
。
こ
の
茶
屋
が
舞
台
と
な
り
、
後

に
咄
家
が
落
語
に
仕
立
て
た
。
古
今

亭
志
ん
輔
師
匠
に
聞
く
と
「
先
ゝ
代

の
圓
蔵
師
匠
が
言
っ
て
い
た
の
は

『
あ
り
ゃ
ね
ぇ
、
芝
で
仕
入
れ
た
サ

ン
マ
に
塩
を
し
て
目
黒
に
売
り
に
来

る
と
丁
度
い
い
塩
加
減
に
な
っ
て
い

る
ん
だ
よ
』」
の
由
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）
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～ 
二
つ
の
目
黒
富
士
と
目
黒
の
秋
刀
魚 

～た
の
し
同
人
　
西 

島
　
幸 

夫

　目黒新富士　　　　　　　　　　目黒元不二
（歌川広重『名所江戸百景』）

目黒爺々が茶屋
（歌川広重『名所江戸百景』）

　「
日
本
人
は
た
い
て
い
ふ
る
さ
と

の
山
を
持
っ
て
い
る
。
…
そ
の
山
を

眺
め
な
が
ら
育
ち
、
成
人
し
て
ふ
る

さ
と
を
離
れ
て
も
、
そ
の
山
の
姿
は

心
に
残
っ
て
い
る
。
…
そ
の
山
だ
け

は
昔
の
ま
ま
で
、
あ
た
た
か
く
帰
郷

の
人
を
迎
え
て
く
れ
る
。
私
の
ふ
る

さ
と
の
山
は
白
山
で
あ
っ
た
」（
注
１
）

　

小
説
家
、
山
岳
紀
行
作
家 

深
田
久

弥
（
１
９
０
３
～
71
）
の
『
日
本
百

名
山
』（
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
刊
）

の
一
節
だ
。加
賀
の
白
山(

２
７
０
２

ｍ)

は
高
山
植
物
の
宝
庫
と
し
て
知

ら
れ
、
ク
ロ
ユ
リ
な
ど
の
花
畑
の
大

群
落
が
広
が
る
桃
源
郷
と
い
わ
れ

る
。
白
山
は
深
田
の
ふ
る
さ
と
大
聖

寺
町
（
現
加
賀
市
）
か
ら
の
眺
め
が

最
も
美
し
い
と
い
う
。「
仰
い
で
美

し
い
ば
か
り
で
な
く
、
登
っ
て
も
美

し
い
山
だ
」
と
い
う
。
私
も
加
賀
に

生
ま
れ
た
男
児
と
し
て
、
一
生
に
一

度
は
ふ
る
さ
と
の
山
「
白
山
」
に
登

る
の
が
当
然
と
思
い
、
若
き
日
に
登

頂
し
た
。

　
『
日
本
百
名
山
』
は
今
も
書
店
に

並
ぶ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
だ
。
50
年
近
い

登
山
歴
で
練
り
上
げ
た
不
朽
の
名
作

と
絶
賛
さ
れ
、
読
売
文
学
賞
を
受
賞
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
１
９
９
４
年
か
ら
日
本
百

名
山
を
す
べ
て
紹
介
し
、
百
名
山

ブ
ー
ム
に
火
が
つ
き
、
登
山
愛
好
家

が
増
え
た
。

　

百
名
山
の
選
定
条
件
は
３
つ
あ

る
。
第
１
は
山
の
「
品
格
」、
山
格

の
あ
る
山
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
に
「
歴
史
」、
第
３
は
「
個
性
」

で
「
顕
著
な
も
の
が
注
目
さ
れ
る
の

は
芸
術
作
品
と
同
様
で
あ
る
」
例
外

を
除
き
１
５
０
０
ｍ
以
上
の
山
に
限

ら
れ
る
と
条
件
を
付
け
た
。

山
行
に
魅
せ
ら
れ
励
ん
だ
青
春

　

深
田
は
１
９
０
３
（
明
治
36
）

年
、
大
聖
寺
町
で
生
ま
れ
た
。
福
井

中
学
か
ら
金
沢
の
四
高
を
受
験
し

失
敗
、
一
浪
し
て
頑
張
り
、
一
高

へ
進
む
。
旅
行
部
（
山
岳
部
）
に

所
属
し
憧
れ
の
日
本
ア
ル
プ
ス
に

登
っ
た
。
山
好
き
が
高
じ
て
一
年
留

年
。
東
京
帝
大
文
学
部
哲
学
科
に
進

学
し
、
在
籍
し
た
ま
ま
改
造
社
編
集

部
に
勤
務
し
た
。
懸
賞
小
説
の
下
読

み
を
し
て
い
て
応
募
者
の
北
畠
八や

ほ穂

に
心
惹
か
れ
、
青
森
ま
で
会
い
に

行
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
11
年
間

同
居
し
１
９
４
０
年
に
結
婚
し
た
。

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
『
津
軽
の

野
づ
ら
』
で
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
。
し
か

し
深
田
の
作
品
は
、
文
体
か
ら
八
穂

が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
文
士
仲
間

か
ら
見
抜
か
れ
て
い
た
。

偶
然
の
再
会
が
生
ん
だ
名
著

　
深
田
の
初
恋
は
一
高
生
の
時
だ
っ

た
。
20
歳
の
あ
る
秋
の
日
、
本
郷
通

り
で
聡
明
そ
う
な
女
子
学
生
に
目
を

と
め
た
。
す
れ
違
う
た
び
に
心
惹
か

れ
た
が
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
た
。
運

命
の
い
た
ず
ら
の
よ
う
な
再
会
は
18

年
後
の
１
９
４
１
年
、
深
田
が
八

穂
と
結
婚
し
た
翌
年
だ
っ
た
。
文
芸

評
論
家
中
村
光
夫
の
結
婚
披
露
宴
の

席
、
か
の
美
少
女
は
中
村
の
姉
の
志

げ
子
だ
っ
た
。「
こ
の
偶
然
が
私
の

後
半
生
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
ろ
う

と
は
！
」
と
回
想
す
る
（『
わ
が
青

春
記
』
１
９
５
２
年
）。
再
会
し
て

恋
の
山
旅
が
始
ま
り
、
や
が
て
男
の

子
が
生
ま
れ
た
。
戦
後
１
９
４
６
年

に
復
員
、
八
穂
と
離
婚
し
志
げ
子
と

結
婚
。
一
家
は
大
聖
寺
町
に
身
を
寄

せ
、
後
に
金
沢
へ
移
っ
て
４
年
余
を

過
ご
し
た
。
別
れ
た
八
穂
は
深
田
と

の
合
作
の
こ
と
を
文
士
仲
間
に
ぶ
ち

ま
け
て
い
た
。
深
田
の
名
声
は
打
ち

砕
か
れ
た
。
ふ
る
さ
と
で
の
生
活
は

隠
遁
と
贖
罪
の
日
々
で
も
あ
っ
た
。

　

私
は
金
沢
の
高
校
時
代
、
校
内
で

深
田
の
講
演
を
聴
い
て
い
る
。
手

許
に
学
校
新
聞
が
残
っ
て
い
た
。
昭

和
29
年
秋
「
青
年
と
読
書
」
と
い
う

テ
ー
マ
だ
。（
注
２
）「
本
当
に
よ
い

書
物
を
熟
読
、
精
読
す
べ
き
で
あ
る
。

古
典
を
す
す
め
た
い
。
読
書
に
お
い

て
た
だ
単
に
知
識
を
得
る
の
で
は
な

く
、
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
考
え

る
こ
と
で
あ
る
。
今
の
若
い
人
は
あ

ま
り
読
書
を
し
な
い
の
で
は
な
い

か
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
文
化
日

本
の
建
設
が
成
立
す
る
だ
ろ
う
か
。

真
に
読
書
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
」
と

言
っ
て
い
る
。

　

深
田
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
で
の
８

年
間
は
再
出
発
を
期
す
る
充
電
の

時
だ
っ
た
。「
自
分
に
は
好
き
な
山

し
か
道
は
な
い
」
と
、
昭
和
30
年
に

上
京
し
た
。
志
げ
子
の
献
身
的
な
サ

ポ
ー
ト
は
見
事
で
あ
り
、
山
の
作
家

と
し
て
大
成
さ
せ
た
。
そ
し
て
名
著

『
日
本
百
名
山
』
を
上
梓
し
再
び
脚

光
を
浴
び
た
。

　

深
田
の
生
地
大
聖
寺
の
「
深
田
久

弥 

山
の
文
化
館
」
を
訪
ね
た
こ
と

が
あ
る
。「
こ
こ
を
訪
れ
れ
ば
山
の

文
化
が
わ
か
る
」
と
い
う
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
だ
。

　
「
山
あ
り
て 

わ
が
人
生
は
楽
し
」

と
書
か
れ
た

色
紙
の
前
で

佇
ん
だ
。　

　
　
　
（
了
）
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田
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注
２
．
金
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泉
丘
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校
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校
新
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昭
和
29
年
12
月
９
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献
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『
日
本
百
名
山
』
を
書
い
た
深
田
久
弥   

　
～ 

深
田
を
癒
し
た
ふ
る
さ
と
の
山 

白は
く
さ
ん山 

～
い
し
か
わ
観
光
特
使
　
西 

島
　
幸 

夫

深田が好んで眺めた白山の風景 
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